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     Cultivation of Tumor of Human G-U Organ in the Ocular 
                 Anterior Chamber of Rabbit 
                         I. Preliminary Report
                        Masatsugu  Suzuxr, M. D.
         From the Department of Urology, Hiroshima University Medical  School 
                               Hiroshima,  japan 
                          (Director Prof. T. Kato) 
   Factors influencing heterogenous cultivation of tumor of human G-U organs removed by 
surgery in the ocular anterior chamber of rabbits were discussed. The best results were 
obtained when a germ to be cultivated was 2 cubic millimeters in size, while its suspension 
and homogenate failed to be cultivated and a substance accelerating propagation of culti-
vated tumor did not create better results. A sterile and fresh germ should be sticked 
tightly to the iris and cornea at the anterior chamber angle (Angulus iridocornealis). 
Younger the rabbits, better will be the results.  Sex of rabbit influencing to the results 
depends upon the nature of tumor. Propagation of cultivated tumor was markedly improved 
by administration of cortisone, thorium, or X-Ray radiation. Cortisone must be admini-
stered daily, while eye drop of cortisone also be effective and practical when a large series 
of rabbits are employed. Cultivation of successive generation in untreated grown rabbit 






B.被 移 植家 兎 に就 い て
C.そ の 他に就 い て




は,1915年山極 ・市 川両氏 のク ール癌 の創始,
1925年Fischerの腫瘍 体外培養の成功,1927
年Warburgの腫瘍組織新陳 代謝 の特異性の









入体腫 瘍の異種 移植に関 して も,既 に1906年
Lewinの人体卵巣癌 の犬へ の 異種移 植 成功例
が報告 されてい る.が しか し人体腫瘍の異種移
植 の成功率は極 めて低 く,そ の後 も終局 目的が
人体腫瘍に あるのであるから如何な る困難 に も
拘 らず多数の学者に より凡 ゆ る角度か ら検討 さ
れ試み られたが.そ の成功例 は散見す るに過 ぎ
ない.
1936年に至 りKendallによつ て 副腎皮質の
抽 出液か ら分離 され たステロイ ドホルモン即 ち
コーチ ゾンの出現 は,人 体腫瘍の異種移 植を飛
躍 的に前進せ しめ得 た.1954年Toolanはレ線
照射,コ ーチ ゾン注射 による異種移 植法 を確立
し,同 法 によつ て累代異種移植が可能 になつた






著 者は以上述べた如 く今 日の進歩,発 達 せる
異種移植によ り,Hormone-dependentCan-
cerと云われ る人体前立腺癌 を中心に広 く泌 尿
器腫瘍 とホルモンの関係を解 明せんと した.移
植部位 としては移植片の変 化を 日時 を追つて直













































3～4日間浸L,ツ ェルロイジン包埋 ・ヘマ トキシリ
ン・エナジン染色によつた.
3実 験 成 績
移植後感染を来した場合並びに炎症々状の異常に強
いものは,移植腫瘍の融解 ・壊死を招来し早期に吸収






















































生とが認められ,移 植 片周囲の虹彩には 充血が著し
い.
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とは当 然 で,多 量 の種 苗 を用 いる程 長期 間 生 存す る こ
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の差 は認 め 得 な か つた.
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一 一一 一一一レ線 照射
Thor{u「n}X射
血 液 注射
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4総 括並びに考按
広 く一般 に各種動物腫瘍の移植を遂行す るに
当 り,そ の成績を左右する各種 の条件 を知悉す
る事が移 植成績の判定上必須の事柄 である事 は
言 を侯つ迄 もない しか しこの移 植成績を左右
す る諸条 件た るや,そ の内容が極 めて複雑多岐
で凡 てを明白にす る事 は到底不可能 に近い、
1931年Bittnerは動物 によ る感受性を考慮
す る必要 のあることを実証 した.事 実個体 的に
腫瘍に対 し抵抗性 を もつ 動物が 一定数存在す
る.
移 植部位 としては今 日まで脳,神 経,血 管,
皮下,筋 肉,脂 肪織,骨,眼,鼻 腔 及び副鼻
腔,中 耳,歯髄,CheekPouch,肺,腹腔,胃
壁,虫 垂突起,肝 臓,脾 臓,腎臓 卵管,卵巣,睾
丸等 に殆 ど全身組織 各系統 に亘 り,余 す所 な く
研 究 されてい る.殊 に眼前房 は移植 しやす く,
その後 の観察が容易なので好適 の腫瘍移植部位
と見徹 され,既 に1873年Dooremaalは角膜,
結膜,口 唇粘膜等の生活組織片 を犬及び家 兎の
眼球 内に移植 している.腫 瘍組織 を眼内に移植
し確実に成績 を承認 されたのは,Jensen肉腫
を同種 動物 の眼前房内及び硝子体内への細片或
は乳剤を以 て移植を行 い。 この経過を系統的に
記載 したRuben(1912年)の報 告が最 初とされ
てい る.そ れ より前Klencke,Jttrgens等の
記載 があるが諸家 の承認 を得て いない 爾来
Happe,Hegner,Smirnova,Greene,Bro-
wning,Deming&Hovenanian,Schilling,
我 邦では盛,中 山及 び沢 田,行 徳,大 野,山
本,石 田,高 橋等諸家 の報告が相次いで発表 さ
れた.
1948年Greeneは家兎及びモルモツ トの眼前
房に 人癌を移 植 し悪 性腫瘍にのみ異種移植が可
能であ り,異 種 移植に よりその悪性 度 の 判 別
が可能 である と述べ たが,1949年Schilli119は
入癌のモルモ ツ ト眼前 房への異種移植の移植率
は低 く,癌 の診断には不適 当であると結論 し,
多 くの学 者の賛意 は得 られ なかつた.斯 くの如
く実験 は不承認 に終つ たが,移 植部 位 としての
眼前 房はその特異性 よ り高 く評価 されている,
眼前房 の構成に与 る組織 には角膜,輩 角膜移
行部,虹 彩,毛 様体並 びに水晶体等 があ り,内
には絶 えず一定 の方向 に環 流す る蛋 白質 に乏し
い一定の 内圧 を持 つた房水を以つて満 されてい
る.畑 に よると健 常家兎第1房 水の蛋 白含有量
は0.014～0.031%,平均0.02%で血 清中含有総
i蛋白量 の凡そ30～40分の1と い う.移 植操作時
の穿刺叉は切 開創 よりの前房水 の流 出に よる第
2房水は,こ れに 反し極め て多量 の蛋 白質を含
有 し,3～4分 後既 に0.28%,35～45分後に極
大0.32%以上 に達 し,そ の後漸次減量 して18～
24時間後には再び正常 値に復帰 す る.
かか る第2房 水蛋白質含有量 の増量は,異種
移植 に対 して良い結果を招来 す るとは考 えられ
ない.即 ち移 植操作 時の房水の流 出は可及的最
少にとどめ,叉 第2房 水が18～24時間後 に再び
正常値 に復帰す ると云 う事 実 より,被 移植動物
に対す る諸処置の効果を この時 期に一致せ しめ
る必要が あろう.著 者 は レ線照射は移植前,コ
ーチゾン.Thoriumoxide等は移 植直後に注
射 して効果を あげ,又 コーチ ゾンの点眼に よる
局所使用 で可成 りの成績を収め たが,コ ーチゾ
ン局所使 用は時間 おきの頻 回の点眼で始 めて房
水 中に一定濃度を保つ ことが出来 るので一 日一
回の点眼 にては充分 の効果 を期 し得 なかつたの
は当然 と云 えよ う.然 し乍 ら移 植当 日のみは時













































す る蛋 白質の特 異性 は,Embryoか ら成熟時
代へ と分化が進 むに従つ て顕著 となる ことが認
め られ,従 つ て極度 に種族特異性 の分化の低 い
段階にあ るEmbryoを 被移植地 とする時は,
可成 り血族的 に疎 遠な関係 にあ る動 物 間 に 於
いて も比較的容易に移植が成立 す る こ と は,
Murphy,Stevenson,Biscegelie,三尾等 の
艀化鳥卵 内移 植,Purdy,三尾等 の胎児 への移
植実験に より明らかである.異 種移 植の場 合幼
若な被 移植動物を用いる必要のあることは,著
者 の実験成績 にも示 されている.
1931年Flaszenは人の腫瘍が動物 に接種不
可能 なるは,そ の動物のKrebsdisposition
(Alkalisierung)の有無に よる とし,前 処置
を施 して動 物にAlkalosisを招来 せ しめるこ
とにより口唇癌,乳 癌,胃 癌,子 宮頸癌等 を20
日鼠に任意に移 植 し得た と報 じた.か く被移植
動物 に何等 かの処置 を施 し,異 種移植能 率を昂
めん とした実験 は既 に述べた如 くで,特 に コー
チ ゾンはGreene,Deming&Hovenanian,
Toolan,Patterson等多 くの報告の如 く非常
に良い移植 成績を示 したが,異 種 移植に於 ける
この コーチ ゾンの作 用機転は武 田,古 賀,吉
尾,南 部等 よると直接細 胞の増殖を促進す るの
では な く,宿 主動物の先天的,後 天的免疫を除
くように作 用す ると考え られ てい る.

















無菌的新鮮 な移植片 を確 実に虹彩角膜角で虹
彩並 びに角膜 に密着せ しめ る必要が ある.
B被 移植家兎に就 いて
幼若家兎 を用い ると移植 成績 は良 くな るが組
織が脆い の で移植操作 に は細心の注 意を 要 す
る.
雌雄別 による移植成績は,夫 女の原腫瘍 に よ
つて異 る.
コ 一ーチ ゾン注射,Thorium注射,レ 線照射
等の処置を施す と移植片 の増殖は非常 に良 くな
る.コ ーチ ゾン投与方法の うち連続注射が最 も
優れ てい るが,多 数例 を実験す る場合簡便 な コ
ーチ ゾンの点眼で も充分実用に供 し得 る.
Cそ の他 に就 いて
無処置成熟家兎に於 ける累代移植 は出来 なか
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